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令和６（２０２４）年４月２２日版
くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク

令和６年（２０２４年）夏の平和展実施要項案

１ テーマ 「紙の爆弾・伝単と天草の軍人像」

２ 開催趣旨
昭和２０年（１９４５年）太平洋戦争末期の７～８月にかけて、天草市本渡は沖縄から出

撃した米極東航空軍の陸上機による空襲を受けました。対象となったのは、特攻機の出撃基
地でもある天草海軍航空隊基地と楠浦町で戦時標準船を建造していた「熊本造船所」でした。
８月１４日の空襲では、同造船所所員が２名亡くなり、攻撃をした米軍機Ｐ５１も海軍基

地からの対空射撃で撃墜され、搭乗員ブルマン中尉も亡くなりました。
また、本渡高等女学校生徒の空襲の被害を受け、米軍機からは日本側に降伏を促す紙の爆

弾「伝単」二種類が撒かれました。まさに、戦争の加害と被害が重なり合う様相を示す本渡
空襲です。
一方では天草市栖本町を中心に、御領産の良質な凝灰岩を使用し、日中戦争等で亡くなら

れた家族を慰霊する個人の「軍人慰霊像」が多く建立されています。戦没者を慰霊する像を、
下浦石場等を中心とするの石工達が生前を生き写した像で、今も慰霊の思いを伝える像です。
戦後７９年が経過し、戦争の記憶がうすらぐ中、ウクライナやガザ地区での平和を願い「戦

争の悲惨さ」と「平和の大切さ」を考える機会とします。

３ 会期・日時
（１）展示会 令和６年７月２０日（土）～９月１日（日）まで

（２）第５回くまもと戦争遺産の旅見学会・証言会
令和６年（２０２４年）８月６日（火）※広島原爆慰霊の日・バスツアー確定

４ 場 所 天草市立本渡歴史民俗資料館 天草市岩今窯新町３７０６番地
電話 ０９６９－２３－５３５３
□展示会：２階 学習室
□証言会： 同 展望室 ※くまもと戦争遺産の旅参加者を対象

５ 主 催 天草市立本渡歴史民俗資料館

６ 監修・資料提供 くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク 代表 髙谷和生

７ 協 力 旅のよろこび株式会社 代表取締役 宮川和夫

８ 概 要
（１）展示会・展示資料
ア 本渡空襲関係 ※昨年度までの資料を中心として、伝単資料を充実
□展示資料・空襲現物

五色島の松の木に刺さった「墜落米軍機破片」、船板への機銃弾貫通孔木材、米軍機機
関銃弾、米軍爆弾片、機銃弾オブジェ、空襲関連戦時画報三種

□展示資料・伝単現物
日本空襲関係「伝単」十八種、中国国民党軍の各種伝単の複製資料十二種

□展示資料・パネル等 本渡・楠浦空襲現地解説パネル、証言パネル（ ）枚 他

写真１ 令和３年度本渡（楠浦）空襲の展示コーナー（米軍機破片、船板貫通孔有り、
米軍機機関銃弾、戦時画報、日本への空襲「伝単」）

写真２ 天草に投下された、紙の爆弾「伝単・トルーマン伝単」
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イ 天草軍人像関係 ※別紙エクセル表「天草島内の軍人像一覧」を参照のこと
□展示資料・現物 御領石（凝灰岩）現物
□展示資料・パネル等 ※新規調査分のパネル作成

山崎家（福江家）軍人像、福原家軍人像、玉田家軍人像、前田家軍人像、本多家軍人像、
太田家軍人像、林辺家軍人像、藤本家軍人像、山本家軍人像、軍人大明神像、岩長家軍
人像、原田家軍人像、大山巌軍人顕彰像・記念像、日露戦跡祈念忠霊像の各３枚程度

計（ ）枚
□その他 分布パネル図、一覧表、概要

（２）証言会 本渡・楠浦空襲の証言
□令和５年度は、本渡・楠浦空襲の当時証言者として天草市楠浦町在住「大平俊勝さん（敗
戦時３歳」により父親や親族等から聞いた「８月１４日楠浦空襲当時様子」「墜落機米兵
遺体回収の様子」「長崎原爆への思いと平和への願い」の証言を得た。

□謝金５,０００円は、旅のよろこび社で負担。
□令和６年度「本渡空襲・伝単投下の様子」証言者は、枦宇土町関係者で選定予定

連 絡 先
くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク 代表 髙谷 和生

〒８６５－００６１ 熊本県玉名市立願寺１２６－５
個人携帯 ０９０－１５１３－５５２８
Ｅメール takayanagi912@yahoo.co.jp
ＨＰ ＵＲＬ http://www.kumamoto-senseki.net/

写真３・４・５ 本渡町「原田利光」軍人像
本家墓墓地に移築された軍人像の隣接状況、立像全容、顔拡大

写真６
「大平俊勝さん」証言の様子
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［ 参考資料 令和５年度実施分 ］

写真７・８ 令和４年度本渡歴民での展示見学の様子
写真９ 天草海軍航空隊慰霊碑への慰霊見学 写真10 栖本「山崎家」軍人像見学の様子

昨年度（令和５年度）開催チラシ二種
左：本渡歴民「本渡・楠浦空襲と天草の軍人像」展 右：第４回くまもと戦争遺産の旅


